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　自公政権の下、これまで地方自治体は、交付税を削減され、また当局からは独自削減を実施され、末端の役場職員は疲弊にあえぎ、苦しめられてきました。


　われわれは、昨年の衆議院選挙で、そうした自公政権を終焉させ、新たに民主党政権を誕生させました。「子ども手当」の実施、高校授業料実質無償化、生活保護の母子加算の復活、さらに今年度の交付税の増額など、これらをなし得たのは民主党政権になったからです。


　この流れを止めるわけにいきません。われわれは昨年の衆議院選挙で、はっきりと政権選択をしたのです。いま、時計の針を逆に進めるわけにいきません。民主党政権をしっかりと安定させなければならないのです。今一度組合員の力を総結集して推薦決定をした候補を支えましょう！


　


　













































































































































































































































































